
 

 

越 直美市長に自らの政治姿勢を省みることを求める決議 

 

大津市においては、任期途中で教育長及び副市長が相次いで辞任を

する事態となっている。茂呂前副市長は退任式の挨拶において、「職員

とのパイプ役となることを市長から期待され、そのことを肝に銘じて

取り組んでまいりましたが、実際には、その役割を果たすことに困難

を覚えることも少なからずありました。」と述べられ、しっかりと市長

の役に立てないのであれば、もはや辞職をするしかないとの気持ちを

伝えられたことを明らかにされた。また、前教育長の辞任に当たって

は、「私と富田氏とは互いに信頼を置く関係でしたが、同氏は、平成26

年度予算の編成過程において教育委員会の意見の反映が難しいことに

心を痛めておられました。こうした事情がご本人の重大な決断に結び

付いたものと私は認識しています。」と述べられるなど、教育委員会を

所掌する副市長として、健康上の理由だけをもって辞任されたわけで

ないとの見解を明らかにされた。 

両氏の辞任は、教育行政を含む市政全般にわたって影響を及ぼすも

のであり、平成26年６月通常会議においては、多くの議員から経緯等

に関して質問がなされたところであるが、市長からの答弁は自らの政

治姿勢を省みるものでなく、任命権者としての自覚を著しく欠くもの

であった。現在、大津市においては、大津市総合計画基本構想の仕上

げともいうべき第３期実行計画に取り組み、また、平成29年度からを

計画期間とする次期大津市総合計画の策定に向けた研究を進めるなど、

今後10年のまちづくりを展望する上で大変重要な時期を迎えている。

このようなさなか、教育長及び副市長が相次いで辞任するという事態

を招いた市長の責任は重大であり、現在の、そして未来の市民生活に

多大な影響を与えかねない。 

よって、市議会は、越市長に対し、自らの政治姿勢を省みることを強く

求めるものである。 

以上、決議する。 
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